
死であり死でないもの
思考の散歩、あるいはロジカルなポエム

脇本佑紀

⽬次

1. はじめに
（a）考えるということについて
（b）ロジックとポエムについて

2. 死についての問答（⾼校⽣の私と）
（a）なぜ⼈は死ぬのか。
（b）いずれ来たる⾃らの死をいかに受け容れるか。
（c）どうせ死ぬのになぜ⽣きるか。
（d）他者の死とどう向き合うか。
（e）他者の⽼い、衰弱について。
（f）なぜ⼈を殺してはいけないのか。

3. 祖⽗の葬式への参列から∕仏教について
4. 死であり死でないもの

インターラプツ：⽣と死の芸術

1.5. ルバイヤートとギタンジャリ
2.5. ⼦返し絵⾺
3.5. フリーダ・カーロ


